
【別添資料４】 

第１学年 数学科学習指導案 
 
１ 単 元 名     変化と対応 

 

２ 単元について 

本単元は、学習指導要領「［第１学年］ Ｃ 関数（１）」を受けて構成されている。小学校算数科では、第４学

年から第６学年にかけて、数量の関係を□、△、a、χなどを用いて式に表しそれらに数をあてはめて調べたり、

変化の様子を折れ線グラフで表し変化の特徴を読み取ったり、比例の関係を理解しこれを用いて問題解決したり、

反比例の関係について理解したりしてきている。中学校数学科において第１学年では、これらの学習の上に立っ

て、関数関係についての内容を一層豊かにし、具体的な事象の中から伴って変わる二つの数量を取り出して、そ

の変化や対応の仕方に着目し、関数関係の意味を理解できるようにする。比例、反比例の学習は、日常生活にお

いて数量間の関係を探究する基礎となるものである。これらの学習においては、一般的、形式的に流されること

なく、具体的に事象を考察することを通して、関数関係を見いだし考察し表現する力を養う。また、数の拡張や

関数の概念を基にして、小学校算数科で学習した比例、反比例を関数として捉え直すことも必要である。 
私たちの身のまわりの事象の中には、伴って変わる二つの数量が数多く存在している。「一つの数量が決まれば

他の数量も決まる」「一つの数量が変化すれば他の数量も変化する」に着目することで二つの関係を調べることが

できるようになる。厳密には比例、反比例ではないが、比例、反比例と見なせるものもある。二つの数量の関係

を理想化したり、単純化したりして比例、反比例と見なすことで変化や対応の様子について予測できる。実生活

の中にある具体的な事象から伴って変わる二つの数量の関係について調べることで、関数についての見方や考え

方を深め、関数分野に関心を持ち、またその変化の違いから比例、反比例を深く理解させたい。そのため、中学

１年生の段階から、関数分野で必要とされる表、式、グラフから考察できる力を付けていきたいと考える。 

 
３ 指導計画（１９時間扱い） 
（１）関数・・・・・・・・・ ３時間 
（２）比例・・・・・・・・・ ７時間 
（３）反比例・・・・ ・・・ ４時間 
（４）比例、反比例の利用・・ ３時間（本時２／３） 
（５）章末問題・・・・・・・ ２時間 
 
４ 本時の指導 
（１）目標  ナースウォッチの【脈拍数を数えた時間（秒）】と【１分間の脈拍数（拍）】が反比例の関係であ

ることをもとにして、新たなナースウォッチの文字盤を反比例の表や式をつかって作成することが

できる。                            【数学的な見方や考え方】 
（２）仮説との関連 

仮説① 既習の学習内容や方法を振り返る場面を工夫すれば、課題解決の見通しをもつことができるで 

あろう。 

本時の学習では解決の手立てや見通しを考える際、付箋紙に既習事項や利用できそうな考え方を書き出さ

せ、一人一人が解決に向けて自分なりの考えをもつことができるようにする。また、授業の前半部分では、

自分の考えをもつことができ、見通しが立てやすくなるように課題解決に必要な既習の内容の簡単な振り返

りを行う。具体的には、ナースウォッチの脈拍数を 15 回数えたときの時間と 1 分間の脈拍数が関数関係に

なっていることや表で考察したときにχの値が2倍、3倍になるとｙの値が1/2倍、1/3倍となっていること

から反比例と考えることができることなどを確認し、この考え方をもとにすれば課題の解決ができるように

授業を構成した。 
仮説② 対話による学びの場面を工夫すれば、数学的な思考力や表現力が高まるであろう。 

本時の学習では、個々の考えをペアで共有し、見通しを立て、課題解決に取り組む。ペア学習で課題に取

り組むことで、グループ学習では、なかなか発言できない生徒も意見が言いやすくなったり、自分の考えを

明確にし、課題をより深く考えたりするだろうと考えた。そして、積極的な意識で対話に臨むことで他者の

多様な見方や考え方を吸収し、数学的な思考力や表現力が高められると考える。意見が出ず、解決に向けて

の取組が止まってしまうペアに対しては、他のペアと合同で考え、ヒントをもらったり説明をしてもらった



りしながら思考を働かせ、解決までたどりつけるような工夫も考えていきたい。 

（３）展開 

学習活動と内容 
時配 

(形態) 

〇指導上の留意点 ※評価（方法） 

☆仮説との関連 
資料 

１ 本時の学習素材を確認する。 

 

  

 

 

 

 ○１分間の脈拍が 60 回となる場合(15 秒で 15 回)

と１分間の脈拍が45回になる場合(20秒で15回)

のナースウォッチを使って測定する様子の違い

を見て【脈拍数を15回数えたときの時間】と【1

分間の脈拍数】にどのような関係性があるか考え

る。 

 

 →【脈拍数を 15 回数えたときの時間】がより短い

ほうが【1分間の脈拍数】がより多い。 

   

 →スタートを15回のときだけ時計を見ればよい。 

 

 ○ナースウォッチを使った脈拍の測り方を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 〇学習プリントをノートに貼る。 

〇ナースウォッチの文字盤を読み取り【脈拍数を15

回数えたときの時間】と【1 分間の脈拍数】の関

係を表に表す。 

 

脈拍数を１５

回数えたとき

の時間（秒） 
(5) 10 15 20 (25) 

１分間の脈

拍数（回） (180) 90 60 45 (36) 

〇15秒で15回であるときや5秒間で15回であると

きは、1分間（60秒間）で何回になるのか全体で考

察する。 

 （15秒間で15回）  15(回)× 4＝  60(回） 

 （10秒間で15回）  15(回)× 6＝  90(回） 

 

２ 脈拍数を 15 回数えたときの時間と 1 分間の脈拍

数の関係を表から考察する。 

  （表） 

・脈拍 15 回にかかる時間(秒)が２倍、３倍になる

と、1分間の脈拍数(回)は  倍、 倍になる。 

10分 

(一斉) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5分 

(一斉) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇脈拍は健康状態を知る手がかりで

あり、通常1分間の脈拍数を使って

健康状態を判断することを伝える。 

〇１分間の脈拍数は15回の脈拍にか

かった時間でわかることを伝える。 

○メトロノームのリズムを脈拍のリ

ズムとし、教師は脈拍15回を声に

出して数え、電子黒板に写したﾅｰｽ

ｳｫｯﾁを見ながら測定する。 

○脈は一定であるとみなして考える

ことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇表に記入する数はﾅｰｽｳｫｯﾁの文字盤

で分かりやすいところにする。 

 

〇脈拍数を15回数えたときの時間が

９秒であるときは 1 分間の脈拍数

が100回（脈拍数を15回数えた時

間が18秒のときは1分間の脈拍数

が50回）と読み取れることも補足

する。 

 

○関数関係にあることを確認する。 

 

〇表を縦に見たときの特徴と横に見

たときの特徴を意識させる。 

 

☆本時の学習課題の見通しをもたせ

やすくするために既習内容の振り

返りを行う。 

○脈拍数20回を数えた時間から１分

間の脈拍数を測定できるﾅｰｽｳｫｯﾁが

 

 

 

 

 

 

ﾅｰｽｳｫｯ

ﾁ 

電子黒

板 

ﾒﾄﾛﾉｰﾑ 

 

 

 

 

 

 

 

学習プ

リント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護師さんには，次のような知識があります。 
１分間の脈拍数が 40回以下、または 120回以上となっている場合は、心臓機能に異常がある可能

性があり、ただちに治療・処置が必要である。 

ナースウォッチを使った脈拍の測り方 
①秒針が文字盤の12（または6）の数字をさしたところから 
脈拍15回を数える。 

②15回数え終えたときに秒針がさした文字盤の内側にある 
目盛りを読む。この数が1分間（60秒間）の脈拍数となる。 



 ・表の上下の値の積は一定 (900) 

・反比例の関係  

 

３ 本時の学習問題をつかみ、解決の見通しを立て

る。 

 

 

 

〇予想やツール・考え方など関連する事柄を付箋紙

に書き出す。 

〈予想〉 

 反比例の関係 

〈ツール〉   

  ・表を使って調べる。 

・式を作ってみる。 

 〈考え方〉 

  ・20 回（or10 回）数えた時間をχ秒、１分間の

脈拍数をｙ回として考えればよい。 

  ・表を縦にみたり、横にみたりして考える。 

 

〇付箋紙に書いたことをもとに、ペアで解決方法を

話し合う。 

 

・表をつくって、上下の対応している数や横の数

の変化を調べる。 

・対応するχ、ｙを１組考え反比例の式をつくり

調べる。→表をつくる。 

 

 

 

４ 立てた方針をもとに脈拍数を20（10）回数えたと

きの時間(χ秒)と１分間の脈拍数（ｙ回）の関係を

考察し、ナースウォッチをつくる。 

〇男子のﾍﾟｱは脈拍を20回数えるﾅｰｽｳｫｯﾁ A 

 〇女子のﾍﾟｱは脈拍を10回数えるﾅｰｽｳｫｯﾁ B 

 を作成する。 

 

A 脈拍数を 20 回数えたときの時間（χ秒） 
１分間の脈拍数（ｙ回） 

χ 5 10 15 20 25 30 

ｙ 240 120 80 60 48 40 
 B 脈拍数を 10 回数えたときの時間（χ秒） 

１分間の脈拍数（ｙ回） 

χ 5 10 15 20 25 30 

ｙ 120 60 40 30 24 20 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10分 

(個人) 

↓ 

（ペア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15分 

（ペア） 

↓ 

（一斉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある話や脈拍数10回を数えた時間

から１分間の脈拍数を測れるﾅｰｽｳｫ

ｯﾁは販売されていない話をして本

時の学習問題につなげる。 

 

 

 

 

 

 

☆思いついた事柄１つにつき付箋紙

１枚を使って書き出すように指示

する。 

☆付箋紙に書く事柄の視点として、利

用できるツール（表、式）や既習の

考え方を想起できるように助言す

る。 

☆個々が自分の考えをもてるように、

時間をとる。 

○表を作成した後、表のどのような部

分に着目すればよいのか助言する。 

 

☆男女別のペア（or3人組）にするこ

とで、自分の意見を述べやすいよう

にする。 

☆ﾜｰｸｼｰﾄを用意し付箋紙を貼付けな

がら解決の方向性を考えるよう指

示をする。 

※自分の考えをもって話し合い、見通

しをもつことができたか。（観察・

付箋紙） 

 

☆ペアで作成することで意見を交わ

しやすくする。 

 

☆課題の解決に困っているﾍﾟｱは、他

のﾍﾟｱと合同にしてｸﾞﾙｰﾌﾟをつくり

考えるよう指導する。 

 

〇20(10)回数えたときが 5 秒であっ

たら１分間で何回になるのかなど

を助言する。 

 

〇ｙの値の求め方を説明できるよう

に指導する。 

 

○表をつくる際、χは60までの数を

自由に調べてよいことを確認する。 

 

〇χ の選んだ数について説明できる

ように指導する。 

 

 

 

 

 

 

学習問

題を書

いた紙 

 

 

付箋紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

電卓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脈拍数20回を数えて1分間の脈拍数を測定するナースウｫッチや脈拍数10回を数えて1分間の

脈拍数を測定するナースウｫッチをつくるにはどうしたらよいだろうか？ 



 
 
 

〈考え方〉 

・対応するχとｙを１組求める。反比例の式 ｙ＝

 ( ｙ＝  )を求めた後、χの値を  

代入しｙを求め対応表を完成する。 

 

 ・ｙはχの反比例の関係であり、2 倍、3 倍になる

と、1 分間の脈拍数(回)は  倍、 倍になること

を扱い対応表を完成する。 

 ・15回で測定した対応表のｙの値をを  倍したり、

 倍したりして対応表を完成する。 

 

５ ナースウォッチの作り方を発表して全体で共有

し、本時のまとめをする。 

〇それぞれの発表を聞き、表の作り方や式の扱い

方を自分たちの方法と比較しながら考察する。 

 

・χ×ｙが比例定数である反比例の式を考えれば

よい。 

・式を利用すると細かいｙの値まで求めやすい。 

・反比例の性質（χが2倍、3倍になると、ｙが 

  倍、 倍になること）を考えると簡単にｙの値

を求められる。 

 

ｙはχに反比例の関係になっている。 

 

 

 

 

 〇本時のまとめをノートに書く。 

 （発展的考察） 

 

〇表や作成したﾅｰｽｳｫｯﾁから脈拍数10回で測るﾅｰｽｳ

ｫｯﾁからなぜ販売されていないのかを考える。 

→計る時間は短いが誤差の大きい測定値となって

しまう。 

 

〇脈拍数20回で測るﾅｰｽｳｫｯﾁの良さは何か考える。 

→計る時間はやや長くなるが、より誤差の少ない測

定値が得られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10分 

（ペア） 

↓ 

（一斉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇発表ができそうなﾍﾟｱには、考えを

まとめ、発表する準備をするよう指

示をする。 

 

※自分の考えをもって話し合い、作成

することできたか。（観察・ﾜｰｸｼｰﾄ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ｶﾒﾗで各ﾍﾟｱのﾜｰｸｼｰﾄを写し、電子黒

板に拡大させ発表がしやすいよう

にする。 

 

〇数学的な用語や表現を正しく扱っ

て発表できるように指導する。 

 

○ナースウォッチには、反比例の考え

方が使われており、それにより素早

く１分間の脈拍を測定できること

を確認する。 

 

○反比例のグラフについても確認す

る。⇒双曲線 

 

 

 

 

〇どのような過程で新しいﾅｰｽｳｫｯﾁ作

成したかを振り返るよう指示をす

る。 

〇自分のことばでまとめられるよう

に時間をとる。 

〇身のまわりの事柄に反比例の関係

が活用されていることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｶﾒﾗ（ﾀ

ﾌﾞﾚｯﾄ） 

電子黒

板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

ナースウォッチをつくるには、【脈拍数20回(10回)にかかる時間】と【１分間の脈拍数】の関係

が反比例になっていることを利用すれば良い。（表や式をつくるとわかりやすい。） 


